
吉
田
成
章

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
論
に
関
す
る
一
考
察



し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
教
育
文
脈
に
お
い
て
「
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
」
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
介
意
が

と
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ｃ
「
人
格
の
完
成
」
に
至
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
．

ン
ダ
ー
ド
（
国
一
昌
冒
県
娩
一
言
］
号
『
（
一
幸
）
」

な
レ
ベ
ル
で
談
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。

各
州
文
部
大
原
会
縦
（
一
《
二
一
一
房
昌
言
妨
言
『
天
（
）
二
房
一
・
ｇ
騨
一
《
三
《
）
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
改
革
の
中
で
は
、

一
）
の
解
》
９
に
お
け
る
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
提
起
を
狐
淵
し
た
ヴ
ァ
ィ
ネ
ル
ト
（
一
一
『
昌
冒
・
一
．
句
．
）
に
よ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
肌
解
が
定

満
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
わ
が
脚
の
教
育
学
研
究
の
中
で
も
た
び
た
び
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
．
と
り
わ
け
、
「
教
育
ス
タ

｜
心
一
一

一
Ｊ
｜

ン
ダ
ー
ド
（
国
一
一
号
旨
県
娩
一
言
］
昌
一
●
（
一
幸
）
」
導
入
後
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
は
、
学
力
論
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
、
教
科
教
育
論
と
い
っ
た
広
範

「
生
き
る
力
」
・
「
人
川
〃
」
・
「
学
上
力
」
等
々
、
初
等
・
中
等
・
向
等
教
育
の
あ
り
方
が
「
○
○
力
」
の
育
成
を
め
ぐ
っ
て
縦
論
さ
れ

て
き
て
い
る
。
松
下
佳
代
は
こ
う
し
た
概
念
を
〈
新
し
い
能
力
〉
と
し
て
捉
え
、
「
そ
れ
を
手
な
づ
け
飼
い
馴
ら
す
こ
と
」
の
必
要
性
を

（
’
一

捉
起
し
た
。
こ
の
〈
新
し
い
能
力
〉
の
叩
で
も
と
り
わ
け
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
柵
成
の
視
点
と
し
て
注
Ⅱ
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
、

一
〕
覇
ン
洲
介
の
汗
峨
に
あ
る
「
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
」
概
念
で
あ
る
。

知
識
・
技
能
の
「
習
得
」
と
そ
の
「
活
川
」
の
間
で
ゆ
れ
る
わ
が
脚
の
授
業
改
革
状
況
に
照
ら
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
志
向
の
授
莱
椛
成
の
批
判
的
拶
察
は
示
唆
に
耐
ん
で
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
一
〕
品
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
を
う
け
て
、
急
速
に
教
育
改
雌
を
進

め
て
き
て
い
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
学
校
制
度
改
峨
や
教
側
礎
成
制
度
改
雌
と
合
わ
せ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
梁
改
峨
が
と
り
わ
け

「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
旨
昌
一
）
呂
三
謎
）
」
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
っ
て
進
行
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
一
〕
一
の
ン
型
読
解

力
と
い
っ
た
言
難
に
比
し
て
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
概
念
が
定
祢
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
雪
の
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
を
総
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
「
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
」
は
教
行
・
授
莱
改
雌
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
川
い
ら
れ
て
き

「
勺
］
の
恥
一
、
ン
ヨ
ツ
ケ
／
」

て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｉ
．
は
じ
め
に



学
群
粁
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
教
育
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
が
さ
れ
た
珊
合
、
そ
れ
は
大
き
な
誤
解
を
は
ら
ん
で
い
る
。
コ
ン
ピ
テ

ー
５
）

ン
シ
ー
は
そ
も
そ
も
「
櫛
成
概
念
（
の
（
）
二
妨
言
・
匡
景
）
」
で
あ
っ
て
「
実
体
概
念
（
閃
三
三
命
妨
）
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ロ
品
ｇ
ｏ
の
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
、
そ
の
導
出
過
秘
に
愈
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
股
終
的
に
提
示
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
災
態
と
し
て
学
Ｗ
将
の
中
に
災
現
し
て
い
く
こ
と
が
教
育
の
僻
み
で
は
な
い
。

水
稲
の
間
迦
設
定
は
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
榊
成
の
主
要
概
念
と
な
り
え
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
本

棚
で
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
教
育
改
並
の
動
向
を
、
と
り
わ
け
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
」

を
め
ぐ
る
肋
向
か
ら
盤
恥
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
般
教
授
学
研
究
の
提
示
す
る
授
業
柵
成
視
点
に
芯
Ｈ
し
つ
つ
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
総
合
制
学
校
の
数
学
の
授
業
実
践
の
検
討
を
と
お
し
て
、
授
業
柵
成
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
意
義
と
課
迦
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

Ⅱ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
と
授
業
構
成

0

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
ル
ー
ツ
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
は
、
多
様
な
解
釈
が
あ
り
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
定
義
も
諭
荷
に
よ
っ
て
多
様

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
九
○
年
代
の
「
鍵
的
汽
質
（
の
ａ
一
〕
一
房
晩
の
一
〔
』
臣
言
一
一
）
」
を
巡
る
議
論
も
一
つ
の
背
餓
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
推
本
的
に
は
○
月
ロ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
抵
を
担
当
し
た
ヴ
ァ
ィ
ネ
ル
ト
の
定
義
に
立
脚
し
て
い
る
。
マ
ク
レ
ラ

ン
ド
（
富
、
Ｑ
⑦
一
一
四
且
．
ロ
．
○
．
）
は
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
ず
、
次
の
よ
う
な
ヴ
ァ
イ
ネ
ル
ト
の
定
義
が
た
び
た
び
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。

そ
の
定
我
と
は
、
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
は
「
あ
る
特
定
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、
個
々
人
の
自
川
意
志
に
よ
っ
て
操
作
可
能
な
、
あ
る

い
は
習
得
可
能
な
認
知
的
能
力
・
技
能
で
あ
り
、
（
中
略
）
認
知
的
能
力
・
技
能
と
結
び
つ
い
た
動
機
的
・
愈
欲
的
・
社
会
的
柵
え
や
能

一
心
』

〃
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
彼
は
次
の
三
点
を
強
洲
し
た
。
す
な
わ
ち
、
教
科
の
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
（
胃
巨
向
一
〕
の

｛
《
（
）
ヨ
ロ
⑦
吊
目
）
、
教
科
横
断
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
胃
巨
ウ
の
『
ぬ
『
⑦
旨
〕
号
冒
ヨ
ー
）
９
２
Ｎ
）
、
そ
し
て
行
為
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー



「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
導
入
後
、
各
州
文
部
大
臣
会
談
は
二
○
○
五
年
に
そ
の
解
説
を
耕
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
志
向
す
る
こ
と
（
・
一
①
○
１
２
号
昌
長
自
屍
（
）
ョ
胃
肩
目
ｇ
）
」
は
、
次
の
三
点
に
州
結
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
徒

の
学
習
成
果
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
、
学
習
は
さ
し
あ
た
り
必
要
の
な
い
知
識
の
櫛
築
に
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
要
求
の
克

一
一
Ｍ
一

服
へ
と
向
け
ら
れ
る
こ
と
、
学
習
は
累
械
的
な
過
程
と
し
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
教
え
た
か
で
は
な
く
、

何
が
学
洲
さ
れ
た
の
か
に
焦
点
を
当
て
、
子
ど
も
の
未
来
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
知
識
の
学
習
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
の
要
求
に
応
え
、

細
切
れ
で
は
な
く
獄
み
爪
な
っ
て
い
く
過
程
と
し
て
の
学
習
観
を
提
起
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
州
文
部
大
臣
会
議
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
の
あ
り
方
を
、
そ
の
後
す
ぐ
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。
「
教
育

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
導
入
後
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
授
業
論
に
関
す
る
論
点
を
集
約
し
つ
つ
、
各
州
文
部
大
臣
会
談
は
二
○
一
○
年
に
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
紫
開
発
（
一
《
Ｃ
冒
胃
房
目
（
）
１
９
房
弓
ご
昌
匡
・
『
言
一
］
扇
ｇ
弓
勇
一
巨
砲
）
に
つ
い
て
初
め
て
公
的
に
言
及
す
る
。
「
教
育

制
度
に
お
け
る
質
開
発
研
究
所
（
一
一
昂
言
一
局
こ
『
Ｃ
昌
一
展
胃
一
ラ
三
合
一
〈
一
冒
砲
冒
里
昌
三
賜
乏
＄
ｇ
）
」
（
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
に
二
○
○
四
年
に

設
世
）
と
共
同
で
作
成
さ
れ
た
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
く
授
業
の
開
発
（
因
三
昌
呉
一
昌
信
の
三
の
め
目
の
昌
一
（
一
三
房
ｇ
・
一
ｇ
号
『
一
目

（
《
ｊ
｜

（
房
昌
一
匡
眉
農
（
）
昌
己
①
房
邑
Ｎ
）
で
あ
る
。
こ
の
ヴ
ァ
ィ
ネ
ル
ト
の
提
起
を
う
け
て
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
連
邦
レ
ベ
ル
の
「
教
育
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
」
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

仙
界
的
な
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
の
助
き
と
、
教
育
目
標
へ
の
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
概
念
の
導
入
の
動
き
に
対
応
し
て
、
ド
イ
ツ

も
二
○
○
一
二
年
以
降
に
連
邦
レ
ベ
ル
の
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
‐
ド
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
導
入
に
先
立
っ
て
一
一
○
○
三
年
に
出
さ
れ
た
の
が
、

通
称
「
ク
リ
ー
メ
鑑
定
神
（
乙
房
ョ
の
‐
曾
国
昌
一
ｇ
）
」
で
あ
る
。
同
鑑
定
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
育
改
革
を
大

き
く
方
向
づ
け
る
教
育
課
程
改
紘
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
土
台
と
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
が
、
先
の
ヴ
ァ
イ
ネ
ル
ト

｜
小
品
一

の
定
挽
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
鑑
定
北
Ｈ
に
お
い
て
、
教
育
Ⅱ
標
を
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
よ
っ
て
蝿
定
す
る
こ
と
や
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
課

題
設
定
（
シ
匡
億
ご
ｇ
⑫
用
一
一
匡
肩
）
に
世
き
換
え
ら
れ
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ

弓，

ｑ
、
日
″

、



ご
貝
の
『
『
一
目
扇
）
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
報
告
神
に
お
い
て
、
ま
ず
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
こ
の
こ
と
か
ら
（
レ
ル
シ
ュ
の
指
摘
か
ら

ｌ
註
嘩
引
川
粁
）
、
知
識
の
独
得
と
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
志
向
は
対
立
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
州
互
に
関
連

（
Ⅱ
）

し
合
っ
て
（
ウ
且
ヨ
胃
一
一
）
い
る
」
。
す
な
わ
ち
、
実
蘭
陶
冶
と
形
式
陶
冶
を
め
ぐ
る
談
論
が
、
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
導
入
後
に
あ
ら
た
め

さ
て
、
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
を
模
索
し
て
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
械
み
政
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。
研
究
の
タ
イ
プ

星
川
一

一
鵬
一

一
肺
）

別
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
災
践
的
研
究
、
実
証
的
研
究
、
教
科
教
授
学
的
研
究
、
、
心

一
Ｗ
）

理
学
的
研
究
、
教
授
学
的
研
究
な
ど
で
あ
る
。
「
コ
ン
ピ
テ
ン
、
ン
－
志
向
の
授
業
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
統
一
し
た
授
業
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
を
授
業
論
と
結
び
つ
け
て
捉
え
た
際
に
、
共

通
し
て
兄
え
て
く
る
今
Ⅱ
の
授
業
論
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
以
下
で
は
、
三
人
の
一
般
教
授
学
背
に
よ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

さ
ら
に
同
報
併
番
で
は
、
授
梁
づ
く
り
の
核
と
な
る
点
と
し
て
次
の
八
つ
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
１
．
確
か
な
内
秤
理
解
、
２
．

愈
味
形
成
的
学
習
（
堅
冒
吻
昌
呂
号
妨
宮
『
一
］
ｇ
）
の
促
進
、
３
．
知
的
好
奇
心
を
ひ
く
過
程
の
援
助
・
促
進
、
４
．
学
洲
内
容
に
対
す
る

肯
定
的
な
態
度
の
支
援
、
５
．
個
々
の
認
知
的
前
提
と
領
域
特
有
な
既
知
に
基
づ
く
学
習
提
供
、
６
．
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
自
己
調
整

学
習
（
淵
一
房
胃
喧
一
一
一
目
９
Ｆ
⑦
昌
昌
）
の
媒
介
、
７
．
自
信
の
向
上
と
価
仙
思
考
の
媒
介
（
自
己
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
（
ロ
①
『
砂
（
）
昌
一
①

《
唯
）

昏
日
ロ
の
局
目
）
）
、
８
．
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
鯵
（
）
Ｎ
冒
一
の
冒
日
ロ
の
国
〕
鈍
昌
）
の
榊
築
、
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
頃
Ⅲ
も
、
わ
が
国
の
授

業
づ
く
り
に
お
い
て
も
近
年
き
わ
め
て
強
調
さ
れ
て
き
て
い
る
点
と
符
合
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
を
指
摘
し
な
が
ら
各
州
文
部
大
臣
会
議
は
、
「
テ
ス
ト
の
た
め
の
教
育
」
に
向
か
う
授
業
構
成
を
牽
制
す
る
。
「
短
期
的
で

小
刻
み
な
練
習
段
階
に
よ
っ
て
授
業
構
成
が
テ
ス
ト
状
況
へ
と
倭
小
化
さ
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ー
い
く
つ
か
の
国
で
言
わ
れ
る
と
こ
ろ

（
咽
）

の
「
テ
ス
ト
の
た
め
の
教
育
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ー
は
、
こ
う
し
た
目
標
設
定
と
は
明
ら
か
に
食
い
述
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
際
に
は
「
教
育
制
度
に
お
け
る
蘭
開
発
研
究
所
」
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
テ
ス
ト
の
開
発
や
課
題
小
例
の
蓄
秋
が
な
さ
れ
て

し
合
っ
て
（
ウ
且
ヨ
彊
二
）
い
る
」
。

て
展
附
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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き
て
い
る
邪
実
も
あ
る
。



志
向
の
授
業
柵
想
を
取
り
上
げ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

Ⅲ
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
構
想
’
三
人
の
一
般
教
授
学
者
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ

18

１
．
レ
ル
シ
ュ
に
よ
る
「
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
促
進
の
授
業
」
構
想

内
容
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
亜
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
構
成
論
と
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

授
堆
柵
成
論
と
の
関
係
性
を
論
じ
る
際
に
、
各
州
文
部
大
胞
公
縦
と
教
育
制
度
に
お
け
る
衝
側
発
研
究
所
が
拠
り
所
と
し
た
の
が
、
レ
ル

シ
ュ
（
斥
易
伺
一
〕
．
｝
へ
．
）
の
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
促
進
の
授
災
（
云
○
ヨ
ロ
⑦
［
ｇ
島
）
『
（
一
ｓ
，
且
曾
．
己
昌
の
『
ュ
の
一
二
）
」
柵
想
で
あ
る
。

レ
ル
シ
ュ
は
、
鍵
的
問
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
授
業
な
ど
、
そ
の
時
代
で
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
授
業
論
の
課
題
に
柔
軟
に
対
応
し
て

き
た
教
授
学
者
で
あ
る
が
、
彼
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
授
業
に
つ
い
て
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
「
い
か
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

（
鵬
一

教
授
す
る
の
か
？
．
」
と
い
う
現
実
的
に
か
な
り
談
論
を
呼
ん
で
い
る
教
授
学
的
問
い
に
対
す
る
実
践
に
役
立
つ
回
答
が
欠
け
て
い
る
」
。

そ
の
上
で
彼
は
次
の
よ
う
に
談
論
の
方
向
性
を
規
定
す
る
。
「
あ
る
人
が
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
ど
の

秘
庇
そ
れ
を
有
し
て
い
る
か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
現
災
の
状
況
に
埋
め
込
ま
れ
た
要
求
に
い
か
に
応
稗
し
た
か
と
い
う
、
生
み
川
さ
れ

た
成
果
（
庸
誘
冒
長
）
（
Ⅱ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
も
命
『
旨
・
己
自
闇
）
）
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
そ
れ
自
体
は
「
測
定
」
さ
れ

え
ず
、
要
求
を
ど
う
克
服
し
た
か
の
中
に
「
現
れ
る
（
営
一
時
目
肖
彦
）
』
の
み
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
す

。
Ⅲ
｜

で
に
身
に
つ
け
て
い
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
と
「
帰
納
的
に
椛
恥
（
己
烏
鷺
一
〕
一
一
昌
昌
〕
）
」
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
彼
の
ス
タ
ン

ス
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
「
測
定
可
能
性
」
そ
の
も
の
を
ま
ず
否
定
的
に
捉
え
つ
つ
、
そ
れ
で
も
械
恢
的
に
実
践
に
と
っ
て
有
統
な
Ⅲ

答
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
う
し
た
前
提
の
上
で
彼
が
主
張
す
る
の
は
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
促
進
の
授
業
の
教
授
学
的
体
系
化
」
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
ネ
ル
ト
に
よ
っ

て
定
茂
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
諭
能
力
（
園
一
局
冨
一
）
の
開
発
と
し
て
位
悩
づ
け
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ァ
プ
ラ
ン
（
序
言
己
一
三
〕
）



に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
内
容
の
独
得
と
能
力
の
開
発
と
を
授
業
の
中
で
結
び
つ
け
る

た
め
に
、
彼
は
ク
リ
ン
グ
ベ
ル
ク
（
乙
言
碩
一
）
⑦
頃
こ
の
教
授
学
的
雅
礎
関
係
ｅ
昌
言
の
、
一
馬

｛
鋤
｝

の
『
自
号
の
一
農
（
）
二
）
を
援
用
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
凶
を
提
示
す
る
（
図
１
参
照
）
。

（
”
一
）

こ
の
図
の
特
徴
は
一
一
点
あ
る
。
一
つ
は
、
「
提
供
ｌ
利
用
」
の
櫛
図
を
教
授
と
学
習
の
そ
れ

ぞ
れ
に
配
慨
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
「
内
容
Ｉ
方
法
」
を
「
知
識
ｌ
技
能
」

に
世
き
換
え
た
う
え
で
、
「
知
識
」
の
「
習
得
・
媒
介
・
応
川
」
を
亜
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

先
に
見
た
ヴ
ァ
ィ
ネ
ル
ト
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
提
起
の
中
で
は
、
教
科
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に

続
い
て
教
科
横
断
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
レ
ル
シ
ュ
は
こ
の
点
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
る
。
「
教
科
横
断
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
教
科
の
教
授
，

学
習
過
程
の
文
脈
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
教
科
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
追
加
さ
れ
る
形
で
身
に

つ
け
ら
れ
る
。
（
中
略
）
同
様
の
こ
と
は
、
他
の
形
式
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
例
え
ば
学
習
．

（
郵
一

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
「
学
ぶ
こ
と
を
将
寸
ぶ
」
も
同
様
）
の
独
得
に
も
当
て
は
ま
る
」
。
教
科
横
断
的

な
授
業
榊
想
は
と
り
わ
け
一
九
九
○
年
代
か
ら
の
改
紘
椛
想
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
彼
が
強
洲

す
る
の
は
、
教
科
の
授
業
の
亜
要
性
で
あ
る
。
学
習
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
っ
た
形
式
的
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
も
同
様
に
、
教
科
の
授
業
の
中
で
独
得
さ
れ
る
側
而
が
強
洲
さ
れ
る
。

さ
ら
に
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
こ
こ
で
拙
い
た
よ
う
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
促
進
の
授

業
に
関
す
る
一
般
教
授
学
的
原
理
が
教
科
間
有
か
つ
学
校
間
有
に
具
体
化
さ
れ
う
る
た
め
に

は
、
こ
の
こ
と
（
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
導
入
ｌ
註
恥
引
川
群
）
は
教
師
の
側
面
か
ら
兇
れ
ば
、

｜
｝
叩
》
一

・
１
－

教
科
の
知
識
、
と
り
わ
け
教
科
教
授
学
的
な
技
能
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
。

す
な
わ
ち
レ
ル
シ
ュ
は
、
教
科
間
有
の
知
識
と
教
科
教
授
学
的
な
技
能
を
、
教
師
が
い
か
に
し

図1：コンビテンシー促進の授業の教授学的体系化(2'）
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２
．
Ｈ
・
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
「
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
」
構
想

二
○
一
○
年
の
各
州
文
部
大
胞
会
談
と
教
育
制
度
に
お
け
る
蘭
開
発
研
究
所
の
報
告
秤
の
中
で
も
暗
に
示
さ
れ
た
「
よ
い
授
業
」
論
は
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
わ
が
脚
に
お
い
て
も
Ｈ
・
マ
ィ
ャ
ー
（
言
ｇ
、
⑦
『
．
｝
ど
の
妬
で
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
耕
作
は
累
計

一
○
○
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
教
職
課
程
の
学
生
や
現
職
の
教
貝
か
ら
強
い
支
持
を
う
け
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
彼
に
と
っ
て
授
業
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
は
ど
の
よ
う
な
位
悩
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
「
授
業
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
核
と
な
る
考
え
方
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
同
様
に
と
り
わ
け
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
も
の
で
も
な
い
。
（
中
略
）
亜
要
と
な
る
の
は
、
特
定
の
教
科
知
（
司
肖
一
］
昌
宏
ｇ
）
を
徹
底
的
に
と
り
扱
う
こ
と
で
は
な
く
、
す

で
に
習
得
し
た
知
識
を
つ
か
っ
て
現
実
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
現
実
に
近
い
応
用
場
面
に
お
い
て
活
動
す
る
こ
と

て
子
ど
も
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
促
進
の
授
業
の
鍵
だ
と
捉
え
て
い
る
。

彼
に
と
っ
て
授
業
椛
成
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
と
は
、
「
要
求
状
況
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
媒
介
と
し
て
学
習
背
に
教
科

の
授
業
を
い
か
に
提
供
で
き
る
か
に
収
敏
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
独
得
の
た
め
の
授
業
改
革
と
い
う
よ
り
も
、
教
科

の
授
業
を
兄
枇
す
た
め
の
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
あ
る
い
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
促
進
を
一
般
教
授
学
の
談
論
の
捌

上
に
の
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
豊
’
一
）
①
一
一
ｇ
）
で
あ
る
」
。
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ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
発
想
は
、
何
も
国
の
ン
以
降
に
初
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
東
ド
イ

ツ
に
お
い
て
は
ク
リ
ン
グ
ベ
ル
ク
が
、
ベ
ル
リ
ン
学
派
に
お
い
て
は
シ
ュ
ル
ッ
（
の
ら
冒
一
侭
．
君
．
）
が
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

と
い
う
言
葉
を
教
授
学
に
お
い
て
用
い
て
き
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
文
脈
で
す
で
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
用
語
は
国
の
ン
以
前

《
郡
｝

か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
で
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
Ｈ
・
マ
ィ
ヤ
ー
は
ま
ず
こ
の
点
を
改
め

て
確
認
し
つ
つ
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
教
科
知
の
習
得
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
ち
い
た
活
動
で
あ



（
錫
）

次
の
よ
う
に
提
起
す
る
。

Ｈ
・
マ
ィ
ャ
ー
の
特
徴
の
一
つ
は
、
教
科
固
有
性
や
教
科
知
を
強
調
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
段
階
を
モ
デ
ル
と
し
て

示
し
、
「
よ
い
授
業
」
論
へ
と
議
論
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
Ｈ
・
マ
ィ
ヤ
ー
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
段
階
の
モ
デ
ル
を

る
と
主
張
す
る
。

（
万
一
一

し
た
が
っ
て
Ｈ
・
マ
イ
ャ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
テ
ン
、
ン
ｌ
志
向
の
授
業
を
定
義
す
る
。
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定
義
恥
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
は
、
オ
ー
プ
ン
な
授
業
で
あ
り
、
活
動
的
な
授
業
で
あ
る
。

ｌ
そ
の
授
業
で
は
、
教
師
は
授
業
の
計
測
・
実
施
・
評
価
を
教
科
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
お
よ
び
教
科
横
断
的
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
モ
デ
ル
へ
と
方
向
づ
け
る
。

ｌ
そ
の
授
業
で
は
、
生
徒
は
向
ら
の
知
識
と
技
能
を
体
系
的
か
つ
網
雑
的
に
柵
築
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
有
し
て
い
る
。

ｌ
そ
の
授
業
で
は
、
生
徒
は
自
ら
の
知
識
と
技
能
を
現
実
に
近
い
要
求
・
応
用
場
面
に
お
い
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
０
段
階
消
極
的
ｌ
全
体
的
追
体
験

第
１
段
階
あ
た
え
ら
れ
た
規
準
に
そ
っ
た
追
体
験
と
行
為

第
２
段
階
洞
察
（
国
房
言
言
）
に
そ
っ
た
ふ
り
か
え
り
と
行
為

第
３
段
階
自
主
的
な
教
授
学
的
ふ
り
か
え
り
と
プ
ロ
セ
ス
管
理

こ
う
し
た
Ｈ
・
マ
イ
ャ
ー
の
授
業
構
想
は
、
わ
が
国
の
授
業
課
題
と
も
親
和
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
「
言
語
活
動
の
充
実
」
と
い
っ

た
活
動
の
愈
義
を
強
調
し
な
が
ら
、
教
科
横
断
的
な
授
業
椛
成
視
点
を
強
洲
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
述
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

段
階
は
、
実
践
の
見
通
し
を
た
て
や
す
く
す
る
。
Ⅱ
の
前
の
子
ど
も
た
ち
が
、
い
ま
ど
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
の
か
を
刻
々
に
評
価
し

な
が
ら
、
自
己
減
動
的
に
学
習
を
進
め
る
よ
う
な
兄
通
し
モ
デ
ル
と
し
て
教
室
の
中
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
彼
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
術
想
に
お
い
て
は
鼎
意
し
て
お
く
べ
き
点
が
あ
る
。



Ｈ
・
マ
ィ
ャ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
段
階
の
モ
デ
ル
は
、
自
己
断
任
を
も
っ
て
学
習
を
進
め
る
と
い
う
、
己
・
学
洲
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
段
階
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
本
来
的
な
愈
味
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
段
階
）
モ
デ
ル
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
む
し
ろ
彼
が
主
張
す
る
の
は
、
今
Ⅲ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
を
批
判
的
に
読
み
解
き
つ
つ
、
「
よ
い
授
業
」
を
柵
成
す
る
た

め
の
授
業
構
成
視
点
を
教
師
に
提
供
す
る
こ
と
の
承
要
性
で
あ
る
。
彼
の
授
業
櫛
想
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
の
「
よ
い
授
業
」
論

に
収
敬
さ
れ
る
か
た
ち
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
と
「
よ
い
授
梁
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
志
向
そ
れ
自
体
は
、

よ
い
授
業
を
う
み
だ
す
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
空
想
暇
か
で
、
人
格
形
成
を
促
す
よ
う
な
授
業
柵
成
が
付
け
加
え
ら
れ
る
必
要
が
あ

一
ｈ
－
一

る
」
。
上
述
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
の
定
義
お
よ
び
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
段
階
の
モ
デ
ル
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
Ｈ
・
マ
ィ
ャ
ー

の
立
場
か
ら
は
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
」
そ
の
も
の
へ
の
硫
極
的
評
価
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
彼
が
主
張
す
る
授
業
椛
成
視
点
は
結

一
．
抑
ゞ

肺
、
「
授
業
の
六
角
形
モ
ー
テ
ル
」
と
よ
い
授
業
の
一
○
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
を
結
へ
叩
さ
せ
た
、
「
授
業
の
一
○
の
カ
タ
ロ
グ
」
や
「
授
業
ス

’
３

タ
ン
ダ
ー
ド
（
ご
昌
曾
．
『
一
向
一
二
器
一
三
）
（
一
言
●
（
一
ゆ
）
」
に
収
敬
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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３
．
キ
ー
パ
ー
に
よ
る
「
学
習
の
基
礎
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
構
想

国
の
ン
以
降
の
授
業
論
に
お
い
て
注
Ｈ
さ
れ
て
い
る
点
の
一
つ
に
、
授
業
に
お
け
る
学
習
過
牌
の
深
肘
柵
造
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

授
推
に
お
け
る
発
汗
の
や
り
と
り
や
Ⅱ
に
兇
え
る
子
ど
も
の
「
沿
肋
」
な
ど
は
、
授
梁
の
炎
肘
術
造
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
深

部
で
進
行
す
る
子
ど
も
の
学
習
の
深
肘
枇
造
が
、
授
業
柵
成
に
お
い
て
は
飯
祝
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
Ｈ
・
マ
ィ

ヤ
ー
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
根
本
的
な
問
迦
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
学
習
過
秘
の
深
肘
附
造

（
ゴ
の
冒
竺
昌
蚕
三
・
）
と
関
述
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
測
定
さ
れ
る
も
の
は
常
に
、
炎
而
上
観
察
さ
れ
う
る
も
の
ｌ

い
わ
ゆ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ｌ
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
川
迦
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
独
得
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
持
統
叩
能
な
」
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
授
業
単
元
の
岐
終
段
階
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
検
証
さ
れ
う
る
も
の
で
な
く
て
は



理
論
的
教
授
学
、
学
習
恥
論
的
教
授
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
的
教
授
学
の
成
果
を
ま
と
め
、
統
合
的
教
授
学

（
冒
扇
頒
国
牙
の
ロ
一
（
一
異
三
【
）
の
中
核
と
し
て
提
起
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
パ
ー
は
、
授
業
の
計
画
可
能
性
を
強
洲
し
な
が

ら
、
学
習
の
基
礎
モ
デ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。
「
そ
れ
（
統
合
的
教
授
学
の
研
究
成
果

ｌ
註
唖
引
用
者
）
は
、
教
科
内
容
の
構
造
を
熟
考
す
る

際
の
架
け
橋
と
な
り
、
学
習
の
韮
礎
モ
デ
ル
に
立
ち
返

り
つ
つ
、
学
習
撒
造
の
分
析
を
通
し
て
内
容
の
習
得
に

向
け
た
知
的
活
動
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
試
み
ら
れ

－
源
）

て
き
た
も
の
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
教
科
内
容
の
椛

造
分
析
と
、
そ
の
内
容
習
得
の
た
め
の
知
的
活
動
を
つ

こ
の
点
に
関
わ
っ
て
「
学
習
の
基
礎
モ
デ
ル
田
畠
ｍ
目
。
号
一
一
の
号
印
Ｆ
⑦
昌
呂
ゆ
）
」
を
提
案
し
な
が
ら
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
の
が
キ
ー
パ
ー
（
【
台
①
『
、
三
・
）
で
あ
る
。
彼
女
は
教
育
心
理
学
者
で
あ
り
、
彼
女
の
夫
で
も
あ
る
ミ
ー
シ
ュ
ヶ

（
郷
）
｛
別
）

（
昌
開
一
〕
訂
．
雲
・
）
と
と
も
に
「
一
般
教
授
学
入
門
」
（
一
一
○
○
四
年
）
・
「
授
業
論
入
門
」
（
二
○
○
六
年
）
・
「
授
業
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
（
一
一
○
○
九

（
鰯
一
（
郡
）

年
）
を
耕
し
、
図
２
の
よ
う
な
「
授
業
の
柵
造
理
華
叩
」
を
提
起
す
る
。
こ
の
図
は
、
授
業
を
櫛
造
的
に
捉
え
る
た
め
の
図
で
あ
り
、
陶
冶

一
鍵
）

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
」
。
彼
は
こ
こ
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
口
、
に
見
え
る
活
発
な
「
活
動
」
の
も
つ
教
授
学
的
な
限
界
を
適

切
に
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
習
過
程
に
お
け
る
深
屑
構
造
と
は
、
授
業
論
の
中
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

図2：授業の構造理論
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、

な
ぐ
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
が
図
２
の
構
造
理
論
で
あ
る
。
授
業
が
外
面
上
ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
る
の
か
と
い
う
授
業
の

表
面
椛
造
（
○
一
）
の
一
’
忌
局
一
一
ｇ
竺
一
．
二
言
員
）
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
深
屑
描
造
Ⅱ
学
習
過
程
を
捉
え
、
そ
れ
を
教
授
学
的
に
提
起
し

た
も
の
が
「
学
習
の
推
礎
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。

一
群
一

キ
ー
パ
ー
ら
は
、
「
学
習
の
基
礎
モ
デ
ル
」
と
し
て
以
下
の
七
つ
を
提
起
し
て
い
る
。
１
．
経
験
す
る
（
両
１
（
一
一
三
三
斧
二
二
胃
一
〕
ｇ
）
、
２
．

知
識
を
独
得
す
る
（
三
器
呂
の
う
ぐ
毎
吾
ｇ
）
、
３
．
内
容
と
価
仙
を
ふ
り
か
え
る
（
一
へ
昌
興
旨
与
国
旨
冨
一
房
巨
邑
乏
曾
・
一
命
）
、
４
．
外
の

世
界
で
行
為
す
る
（
一
一
へ
三
（
一
命
一
二
旨
号
『
冒
一
時
『
ｇ
乏
庵
一
一
）
、
５
．
心
の
中
で
行
為
す
る
（
ご
命
一
］
昌
一
展
｝
言
］
（
一
命
一
一
］
）
、
６
．
問
題
を
解
決
し
、

発
兇
す
る
（
竜
一
号
一
昌
一
一
房
ｇ
｛
旨
・
国
昌
号
鼻
ｇ
）
、
７
．
縦
諭
と
討
議
の
際
に
根
拠
を
も
っ
て
主
張
す
る
（
エ
ー
・
彊
一
ョ
の
三
一
国
．
ｇ
昌

一
）
要
匡
易
巨
且
胃
冒
ン
宗
一
昌
邑
⑦
言
）
、
で
あ
る
。
エ
ブ
リ
（
ン
ｇ
－
昌
一
・
）
の
モ
デ
ル
を
参
考
に
提
起
さ
れ
た
キ
ー
パ
ー
ら
の
「
学
洲
の
雌

礎
モ
デ
ル
」
の
中
で
、
例
え
ば
、
「
経
験
す
る
」
に
お
い
て
は
「
レ
ポ
ー
タ
ー
遊
び
」
と
い
っ
た
方
法
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
レ
ポ
ー

タ
ー
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
柑
互
の
経
験
を
交
流
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
血
要
な
点
は
、
た
だ
単
に
柑
互
に
経
験
を
交
流
し

合
う
だ
け
で
は
な
く
、
「
主
観
的
認
識
に
共
通
す
る
要
素
の
分
析
を
通
し
て
、
普
遍
化
の
可
能
性
を
模
索
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
他
者
の

一
脚
一

歴
史
や
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
同
じ
よ
う
な
経
験
の
省
察
が
行
わ
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ア
活
動
な
ど
で
様
々
な
言
語
活
動
が
わ
が
同
に

お
い
て
も
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
授
業
に
お
い
て
は
、
経
験
は
他
荷
と
の
交
流
と
竹
察
を
経
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
中
で
学
洲
経
験

と
し
て
定
締
す
る
と
い
う
折
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
“

彼
女
ら
の
「
学
習
の
堆
礎
モ
デ
ル
」
は
授
業
誹
測
の
叩
に
も
勝
り
込
ま
れ
、
Ｍ
３
の
よ
う
な
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
柵
成
の
た
め
の
枠
組
み
」

に
結
実
す
る
。
「
さ
し
あ
た
り
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
お
よ
び
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
レ
ベ
ル
が
提
示
さ
れ
た
う
え
で
、
独
得
さ
れ
る
べ
き
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
に
月
を
向
け
つ
つ
、
学
習
Ⅱ
標
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
内
容
あ
る
い
は
内
容
の
種
類

が
選
択
さ
れ
、
学
習
過
程
に
と
っ
て
飛
要
な
学
科
の
基
礎
モ
デ
ル
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
検
証
課
題
が
明
示
さ
れ
、
必

要
な
時
間
が
示
さ
れ
る
。
授
業
を
計
川
す
る
た
め
に
は
、
本
学
習
計
画
に
と
っ
て
の
学
習
打
の
前
捉
条
件
あ
る
い
は
既
知
が
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
兄
械
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
。
こ
う
し
た
提
起
も
、
今
Ⅱ
の
わ
が
岡
に
お
け
る
授
業
論
の
課
迦
と
符
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介
す
る
点
は
多
い
。
教
授
Ⅱ
裸
と
は
区
別
す
る
形
で
学
洲
Ⅱ
標
が
捉
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
雌
終
的
に
ど
の
よ
う
な

検
証
課
題
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
子
ど
も
た
ち
に
狸
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
明
ら
か
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
だ
し
キ
ー
パ
ー
ら
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
そ
の
も
の
や
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
そ
の
も
の
の
定
義
は
行
っ

て
い
な
い
。
彼
女
ら
の
関
心
は
む
し
ろ
、
授
業
の
深
胴
椛
造
に
お
い
て
進
行
す
る
学
習
過
程
を
、
授
業
を
行
う
教
師
が

あ
ら
か
じ
め
、
あ
る
い
は
授
業
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
・
ど
の
稚
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
、
教
授
学
的

関
心
を
置
い
て
い
る
。
む
し
ろ
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
そ
の
も
の
や
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
に
関
す
る
定
義
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
教
授
学
的
に
は
重
要
で
あ
る
。
あ
え
て
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

ヴ
ァ
ィ
ネ
ル
ト
に
よ
る
定
義
が
参
照
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
、
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
べ
き
能
力
で

あ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
教
師
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
共
同
で
設
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
」
と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
定
義
は
、
実
践
を
良
く
も
悪
く
も

強
く
方
向
づ
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
実
践
を
硬
画
化
さ
せ
る
可
能
性
も
称
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
キ
ー
パ
ー

ら
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
そ
の
も
の
の
定
義
に
は
禁
欲
的
な
盗
勢
を
示
し
つ
つ
、
授
業
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
子
ど
も

た
ち
の
学
習
過
程
に
藩
Ⅲ
し
た
授
業
モ
デ
ル
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
国
の
ン
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
改
革
に
お
い
て
、
ど

こ
に
教
授
学
的
新
規
性
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
教
科
横
断
的
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、
教
科
固
有
性
（
野
畳
屋
〕
百
一
）
に
韮
づ
く
授
業
づ
く
り
の
迩
義
が
逆

照
射
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
、
第
一
一
に
、
「
学
ぶ
こ
と
を
学
ぶ
（
Ｆ
ｇ
ｇ
号
ｍ
Ｆ
ｇ
ｇ
め
）
」
や
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（
歩
（
）
賦
言
一
①
冒
目
己
①
房
冒
）
と
い
っ
た
形
式
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
視
野
に
入
れ
た
授
業
づ
く
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
、

第
三
に
、
授
業
の
持
つ
「
Ⅱ
標
指
向
性
」
が
強
洲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
レ
ル
シ
ュ
や
キ
ー
パ
ー
は
、
教
科

コンピテンシー 目標 内容 学習の雌礎モデル 検証課題 時'''1



横
断
的
な
授
業
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
む
し
ろ
教
科
間
有
な
授
業
の
あ
り
方
に
国
の
ン
後
の
教
授
学
的
課
題
を
見
い
だ
し
て
い

る
。
教
科
横
断
的
な
学
習
は
、
教
科
に
お
け
る
学
習
に
支
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
教
育
の
岐
終
的
な
Ｈ
標
は
脚

己
陶
冶
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
学
習
は
他
巷
を
必
喫
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
学
ぶ
こ
と
そ
の
も
の
を
学
ぶ

こ
と
や
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
独
得
が
教
科
の
授
業
を
越
え
て
注
Ⅱ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
三
人
の
一
般
教
授
学
汁
の
側

心
は
、
教
師
が
い
か
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
、
授
業
を
行
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
と
関

わ
っ
て
、
授
業
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
目
標
が
設
定
さ
れ
る
の
か
が
あ
ら
た
め
て
強
調
さ
れ
る
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

Ⅳ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業

56

ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
梁
を
典
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
オ
ル
デ
ン
ブ
ル

ク
に
位
世
す
る
総
合
制
学
校
「
ヘ
レ
ー
ネ
・
ラ
ン
ゲ
・
シ
ュ
ー
レ
（
胃
－
９
命
‐
Ｆ
営
信
？
啓
一
旨
一
の
）
」
に
お
け
る
数
学
の
授
業
を
取
り
上
げ
る
。

飛
行
は
、
一
一
○
一
二
年
Ⅲ
州
か
ら
七
川
の
期
間
巾
、
同
校
を
延
べ
二
○
Ⅱ
あ
ま
り
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
教
師
や
子
ど
も
た
ち

と
交
流
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
六
年
に
組
（
兜
子
一
七
緒
、
女
子
一
川
澗
）
の
チ
ェ
ス
ニ
ー
（
艶
闘
①
ゅ
員
．

ｇ
教
諭
の
授
業
は
、
そ
の
一
コ
マ
で
あ
る
。
チ
ェ
ス
ニ
ー
教
諭
は
四
○
代
の
中
堅
教
師
で
あ
り
、
同
学
級
の
学
級
担
任
で
あ
る
と
と
も

に
学
年
担
任
も
つ
と
め
、
四
学
級
か
ら
な
る
第
六
学
年
の
行
事
や
教
育
課
程
全
体
を
統
括
し
て
い
る
。
彼
女
は
第
六
学
年
の
数
学
の
授
業

を
机
当
す
る
と
と
も
に
、
後
期
中
排
段
階
の
物
理
の
授
業
も
抑
洲
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
中
雑
学
校
の
教
師
は
、
一
般
的
に
二
教
科
あ
る

い
は
三
教
科
の
授
業
を
仙
当
す
る
。
彼
女
は
、
同
校
の
中
で
は
数
学
部
会
に
鴨
し
て
い
る
。

本
楠
で
検
討
対
象
と
す
る
授
業
は
、
二
○
一
二
年
六
月
一
日
（
金
）
の
一
一
一
・
川
校
時
（
冒
さ
‐
一
唇
一
三
に
行
わ
れ
た
叩
元
「
平
均
と
荊

合
」
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
課
は
、
・
旨
昌
一
弓
ご
く
の
っ
：
（
ご
命
二
く
９
．
－
長
）
で
あ
る
。
同
学
級
の
座
席
表
は
図
４
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
同
校
で
は
班
学
習
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
川
人
～
五
人
の
班
の
形
で
授
業
を
う
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
は
係
活
動
も
担
当
し
て



い
る
。図
５
は
、
本
時
に
配
布
さ
れ
た
学
習
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
図

５
の
右
に
は
、
そ
の
Ⅱ
本
譜
訳
を
示
し
て
い
る
。

図
６
は
、
本
時
の
一
場
面
で
あ
る
。
観
音
開
き
の
黒
板
の
蕊

は
、
練
習
問
題
の
答
え
合
わ
せ
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

本
時
で
は
、
「
個
別
学
習
」
の
符
え
合
わ
せ
の
際
に
利
用
さ
れ

た
。
以
下
の
発
言
記
録
は
、
班
学
習
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
一
場
曲
で
あ
る
。
図
６
の
と
お
り
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
で
子
ど
も
の
学

画
一

図5：配付された学習プリント
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邑
唖
亜
睡
画

屋
一
樟
即
今
函

習
成
果
を
示
し
な
が
ら
、
班
で
学
習
し
た
内
容
を
全
体
で
交
流
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

Ｔ
》
平
均
値
を
見
る
と
い
う
の
は
い
い
考
え
で
す
。
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
胃
壁
日
で
す
ね
。
ｂ
Ⅳ
さ
ん
。

ｂ
〃
“
す
べ
て
の
数
値
を
比
べ
て
い
る
け
ど
、
…
重
要
な
こ
と
が
あ
っ
て
…

Ｔ
“
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
（
一
Ⅲ
教
室
の
外
に
出
る
）

Ｔ
只
鐘
を
な
ら
し
て
、
班
学
習
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
終
了
を
告
げ
る
）

み
な
さ
ん
、
い
い
で
す
か
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
の
意
兄
を
集
約
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

表
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
課
題
は
で
き
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

表
の
中
の
最
大
値
、
最
小
値
、
ス
パ
ン
と
中
央
値
に
つ
い
て
は
す
で
に
し
っ
か
り

考
え
て
き
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
は
二
つ
Ⅱ
の
課
題
に
つ
い
て
、
多
様
な
論
拠
を

出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
一
つ
は
、
雌
火
仙
を
比
鮫
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
い
い

で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
…
。
（
表
を
指
し
な
が
ら
）
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
班
で
も
う

見
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
鼓
も
高
く
跳
ん
だ
数
字
で
い
け
ば
、
二
つ
Ｈ
の
班
が

負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
他
に
も
多
く
の
主
張
の
仕
方
が
あ
り
ま
す
ね
。
誰

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
（
挙
手
す
る
子
ど
も
た
ち
を
見
わ
た
し
な
が
ら
指
端
し
）
ｇ

ｇ
８
“
え
っ
と
、
も
う
一
つ
の
班
に
対
し
て
仙
が
大
き
い
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
す
べ
て
の
満

Ｔ
函
そ
の
と
お
り
。
そ
の
他
の
論
拠
は
？

中
略

一
、
二
つ
Ｈ
の
班
が

あ
り
ま
す
ね
。
誰
か
反
対
意
見
や
他
の
論
拠
を
あ
げ
る

ひ
が
ら
指
端
し
）
ｇ
８
さ
ん
。

つ
ま
り
す
べ
て
の
項
Ⅱ
に
依
存
す
る
と
思
い
ま
す
。

》
』

》
１

＝電＝高

図6：6年C組の数学の授業の様子
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ｂ
げ
“
Ｂ
班
は
Ａ
班
よ
り
も
人
数
が
多
い
。

Ｔ
“
ご
め
ん
な
さ
い
。
さ
て
、
ｂ
Ｆ
の
指
摘
は
と
て
も
亜
要
で
す
。
す
べ
て
を
計
算
す
る
と
い
う
の
は
亜
要
で
す
。
だ
け
れ

ど

○

59

本
授
業
の
特
徴
は
、
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
集
剛
で
の
交
流
が
学
習
を
促
進
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
図
５
で
示
し
た
学
習
プ
リ
ン
ト
に
は
、
学
習
対
象
と
す
る
班
は
「
Ａ
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
の
班
に
は
、
「
Ａ
」
と
記

入
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
と
、
「
Ｂ
」
と
記
入
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
の
二
祉
類
が
配
布
さ
れ
、
個
別
学
柳
課
題
↓
パ
ー
ト
ナ
ー
学
習
課
題
↓
班
学

判
課
題
↓
全
体
で
の
交
流
と
い
う
よ
う
に
、
集
川
で
の
交
流
に
よ
っ
て
学
習
が
進
展
す
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
飛
要

な
こ
と
は
、
集
川
で
交
流
す
る
と
い
っ
た
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
独
得
に
あ
た
る
活
動
が
Ⅱ
的
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
教
科

の
学
習
を
進
め
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
位
世
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

ｂ
ｒ
の
「
Ｂ
班
は
Ａ
班
よ
り
も
人
数
が
多
い
」
と
い
う
指
摘
を
、
授
業
展
開
の
重
要
な
契
機
と
し
て
チ
ェ
ス
ニ
ー
教
諭
は
位
置
づ
け
て

い
る
。
ｂ
ｒ
は
、
Ⅱ
頃
の
授
業
の
中
で
も
、
授
業
展
開
の
鍵
と
な
る
重
要
な
発
言
を
「
つ
ぶ
や
く
」
存
在
で
あ
り
、
授
業
が
終
わ
っ
て
も

周
り
の
子
ど
も
と
授
業
内
容
に
つ
い
て
話
を
す
る
よ
う
な
子
ど
も
で
あ
る
。
チ
ェ
ス
ニ
ー
教
諭
は
こ
の
授
業
の
中
で
、
彼
の
「
つ
ぶ
や
き
」

を
特
定
の
子
ど
も
た
ち
の
中
で
解
消
す
る
の
で
は
な
く
、
教
室
全
休
の
中
に
獄
械
的
に
位
脱
づ
け
て
い
る
。
単
に
「
学
級
全
体
で
自
分
の

愈
兄
を
表
現
す
る
」
と
い
う
力
を
育
て
た
い
の
で
は
な
く
、
彼
の
愈
兄
が
数
学
の
学
習
に
と
っ
て
政
要
な
意
味
を
も
つ
場
面
で
発
言
を
促

し
て
い
る
点
か
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
偶
然
教
室
の
外
で
あ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
に
一
旦
教
師
が
教
室
の
外
に
出
た
こ
と
も
、

彼
が
思
考
を
ま
と
め
る
時
間
を
得
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
本
時
の
教
科
内
容
は
、
単
に
数
学
の
教
科
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
越
え
て
、
社
会
認
識
を
き
た
え
る
内
容
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
Ａ
班
と
Ｂ
班
の
「
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
」
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
兄
方
を
変
え
れ
ば
多
様
な
解
釈
が
な
り

た
ち
う
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ｇ
８
の
発
言
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
教
師
の
問
い
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ｂ
〃



第
三
に
、
同
校
の
授
業
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ

ル
は
学
習
の
「
兇
通
し
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同

校
の
放
学
の
授
業
で
は
、
単
元
テ
ス
ト
（
乙
曾
服
ｇ
言
・
一
）
昌
）
と
凶

７
の
よ
う
な
評
価
シ
ー
ト
（
画
２
『
国
冒
肩
吾
（
）
ぬ
ｇ
）
が
使
川
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
学
校
内
の
数
学
部
会
で
作
成
さ
れ
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
伽
域
に
応
じ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
段
階
が
示
さ
れ
る
形
式

と
な
っ
て
い
る
。
六
年
Ｃ
組
の
授
業
で
も
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
評
価
シ
ー
ト
に
照
ら
し
て
授
業
が
術
成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
授
梁
成
果
が
激
学

部
会
で
の
シ
ー
ト
作
成
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

ど
の
能
力
が
不
足
し
て
い
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な
学

摘
し
た
「
油
勤
」
（

る
こ
と
か
わ
か
る
。

の
発
言
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
班
の
数
字
そ
の
も
の
も
耐
接
的
に
は
比
較
・
対
照
で
き
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
発

言
に
は
「
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
」
か
と
い
う
問
い
そ
の
も
の
を
柑
対
化
す
る
意
味
が
あ
る
。
本
時
の
教
科
内
容
と
し
て
川
意
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
社
会
に
潜
む
「
競
争
主
投
」
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
と
ら
え
〃
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
時
は
余
暇
Ⅱ
の
実
践
で
あ
り
、
Ⅱ
雌
Ⅱ
に
は
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
翌
週
の
授

業
で
は
、
学
級
の
班
ご
と
に
タ
イ
ム
を
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
の
成
絞
を
比
較
し
あ
っ
て
い
る
。
本
時
で
学
ん
だ
学
習
内
容
が
、
、

暇
Ⅱ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
Ⅱ
常
文
脈
と
関
連
づ
け
ら
れ
な
が
ら
学
習
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
レ
ル

シ
ュ
が
脂
摘
し
た
「
教
科
枇
断
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
教
科
授
業
の
文
脈
に
お
い
て
身
に
つ
く
」
と
い
う
点
や
、
Ｈ
・
マ
ィ
ャ
ー
が
指

摘
し
た
「
油
勤
」
の
恵
災
、
キ
ー
パ
ー
の
脂
摘
し
た
経
験
の
交
流
の
愈
味
な
ど
、
教
授
学
的
な
知
見
が
多
様
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い卜
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ド
イ
ツ
の
授
業
櫛
成
諭
に
お
い
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
導
入
の
実
践
レ
ベ
ル
で
の
開
発
と
い
う
形
で
検
討

さ
れ
て
き
て
い
る
。
授
業
術
成
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
は
、
多
様
な
観
点
・
研
究
方
法
か
ら
追
究
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一
般
教

授
学
の
応
答
と
し
て
は
、
取
り
あ
げ
た
三
人
の
一
般
教
授
学
者
の
主
張
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
強
調
す
る
点
に
こ
そ
違
い
は
あ
る
が
、

授
業
椛
成
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
そ
の
も
の
は
、
古
く
て
新
し
い
教
授
学
・
授
業
理
論
を
椛
想
す
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

習
を
進
め
て
い
っ
て
欲
し
い
の
か
の
「
見
通
し
」
を
示
す
た
め
の
シ
ー
ト
で
あ
る
。

一
唯
一

各
教
科
・
学
年
の
具
体
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
公
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
各
学
校
・

教
師
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
実
体
概
念
」
と
し
て
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
教
師
同
士
の
談
論
、
教
師

と
子
ど
も
と
の
教
育
的
関
係
の
中
で
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
が
作
成
・
改
訂
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
点
が
、
こ
う
し
た
授
業
実
践
に
お

い
て
は
重
要
で
あ
る
。
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
」
は
、
授
業
に
お
け
る
学
習
の
「
見
通
し
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
具
体
的
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
」
は
、
子
ど
も
の
能
力
「
不
足
」
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
へ

の
「
要
求
」
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

Ｖ
・
お
わ
り
に
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本
棚
で
検
討
し
た
数
学
「
平
均
と
判
合
」
の
授
業
に
お
い
て
は
、
Ⅱ
常
文
脈
と
関
連
さ
せ
た
学
習
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
、
子
ど
も
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
学
習
進
度
に
あ
わ
せ
た
授
業
が
櫛
想
・
展
開
さ
れ
て
い
る
点
、
個
別
学
習
と
グ
ル
ー
プ
・
班
学
習
と
が
右
機
的
に

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
授
業
者
は
、
個
々
の
子
ど
も
た
ち
の
関
心
や
能
力
に
合
わ
せ
て
指
導
を
行
い
な
が
ら
も
、

授
業
を
学
習
の
個
別
化
に
帰
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
班
や
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
越
え
た
応
答
を
重
視
し
て
い
る
。

以
上
の
考
察
を
経
て
得
ら
れ
る
結
論
は
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
改
革
に
と
っ
て
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と



な
り
う
る
が
、
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
そ
れ
自
体
が
同
定
的
な
学
力
像
・
能
力
観
を
規
定
し
、
そ
の
独
得
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授

業
構
成
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
教
授
学
理
論
や
教
育
実
践
の
な
か
に
「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
志
向
」
が
ど
の
よ
う
に
位
悩
づ
く
の
か
、
あ
る
い
は
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
」
と
い
っ
た
時
に
こ
れ
ま
で
の
教
授
学
談
論
や
教

育
実
践
が
ど
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
る
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
」
は
、
教
科
の
授
業
に
お

け
る
知
識
独
得
と
教
科
を
越
え
た
行
為
能
力
の
形
成
に
あ
ら
た
め
て
焦
点
を
当
て
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
点
に
は
、
す
ぐ
れ
て
教
授
学
的

愈
義
が
あ
る
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
何
も
ド
イ
ツ
の
初
等
・
中
等
教
育
に
限
ら
れ
た
話
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
初
等
・
中
等
・
向
等
教
育
、

幼
児
教
育
や
保
育
、
社
会
教
育
と
い
っ
た
各
分
野
に
も
様
々
に
波
及
し
て
き
て
い
る
。
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
に
限
ら
ず
に
多
様
な
言
葉

で
語
ら
れ
る
能
力
観
の
動
向
に
批
判
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
つ
つ
、
具
体
的
な
教
育
実
践
を
椛
想
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

i2

【
謝
辞
】

本
棚
は
、
広
島
大
学
の
「
平
成
二
三
年
度
組
織
的
な
蒋
手
研
究
荷
等
海
外
派
過
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
Ⅱ
本
学
術
振
興
会
）
（
研
究
テ
ー
マ
卵

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
と
授
業
椛
成
ｌ
教
興
推
成
と
し
て
の
一
般
教
授
学
の
再
稀
に
向
け
て
ｌ
）
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
、
二
○
一
二
年
二
月
一
一
○
日
～
八
月
二
○
日
ま
で
の
ド
イ
ツ
・
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
の
在
外
研
究
の
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
尚
重
な
在
外
研
究
の
機
会
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
広
島
大
学
教
育
学
教
室
の
先
生
方
お
よ
び
関
係
す
る
方
々
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
ド
イ
ツ
語
も
英
語
も
満
足
に
扱
え
な
い
私
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
学
会
や
研

究
会
、
学
校
や
ご
内
宅
へ
と
多
方
面
に
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
ハ
ン
ナ
・
キ
ー
パ
ー
教
授
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
る
と
も
に
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
関
係
料
や
長
期
に
わ
た
る
授
業
参
観
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
の
教
師
や

子
ど
も
た
ち
に
も
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。



註

（
１
）
松
下
佳
代
（
二
○
一
○
）
「
〈
新
し
い
能
力
〉
概
念
と
教
育
ｌ
そ
の
背
最
と
系
譜
」
松
下
佳
代
糊
耕
「
〈
断
し
い
能
力
〉
は
教
育
を
変
え
る

か
ｌ
学
力
・
リ
テ
ラ
シ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
ｌ
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
、
三
六
頁
参
照
。

（
２
）
坂
野
慎
二
（
二
○
○
五
）
「
学
力
と
教
育
政
策
ｌ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
｝
〕
一
の
ン
の
影
響
か
ら
ｌ
」
論
文
集
編
集
委
貝
会
編
「
学
力
の
総
合
的

研
究
恥
高
浦
勝
義
研
究
部
長
還
暦
記
念
論
文
集
」
禦
明
脊
房
、
久
田
敏
彦
（
二
○
○
七
）
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
力
問
題
と
教
育
改
革
」

大
桃
敏
行
・
上
杉
孝
衝
・
井
ノ
ロ
淳
三
・
植
田
健
男
編
「
教
育
改
革
の
国
際
比
較
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
普
房
、
原
田
信
之
（
二
○
○
七
）
「
ド

イ
ツ
の
教
育
改
革
と
学
力
モ
デ
ル
」
原
川
偏
之
糊
著
「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
学
力
ｌ
各
国
教
育
改
航
の
実
態
と
学
力
モ
デ
ル
」
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
件
房
、
森
川
英
綱
・
石
原
陽
子
（
二
○
一
二
）
「
ド
イ
ツ
に
み
る
学
力
政
簸
の
転
換
と
公
正
の
確
保
」
志
水
宏
に
叩
・
鈴
木
兜
稲
粁

「
学
力
政
唯
の
比
較
社
会
学
国
際
糊
国
の
ン
は
各
岡
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
」
明
和
杵
店
な
ど
を
参
照
。

（
３
）
術
怖
英
児
（
二
○
○
八
）
「
教
育
課
秘
の
国
家
雌
雄
の
川
発
に
側
す
る
一
孝
察
ｌ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ズ
の
附
発
か
ら
ｌ
」

「
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
」
第
一
○
巻
、
原
川
信
之
（
二
○
一
○
）
「
ド
イ
ツ
の
統
合
教
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
並
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

諜
扉
、
吉
川
成
章
（
二
○
一
○
）
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
授
業
実
践
ｌ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
詣
州
共

同
版
学
習
指
導
要
甑
を
中
心
に
ｌ
」
「
広
烏
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
第
三
部
（
教
育
人
Ⅲ
科
学
関
連
領
域
）
」
第
五
九
号
な

ど
を
参
照
。
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（
４
）
伊
藤
典
（
二
○
一
○
）
「
ド
イ
ツ
の
音
楽
科
教
育
に
お
け
る
学
Ｗ
指
導
要
釧
と
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
関
連
性
ｌ
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
州
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
例
に
ｌ
」
「
広
烏
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
第
二
部
（
文
化
教
育
州
発
関
連
領
域
）
」
第
派
九
号
、

字
郁
宮
明
子
（
二
○
一
○
）
「
ド
イ
ツ
学
校
歴
史
学
習
の
現
実
的
変
革
ｌ
中
等
前
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
歴
史
」
の
分

析
を
通
し
て
ｌ
」
全
側
社
会
科
教
育
学
会
編
「
社
会
科
研
究
」
第
七
二
巻
、
原
田
偏
之
（
二
○
○
七
ｂ
）
「
事
実
教
授
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
ｌ
諸
州
共
同
版
学
習
指
導
要
領
（
二
○
○
四
年
）
の
検
討
ｌ
」
「
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
科
学
」

第
五
六
巻
第
一
号
な
ど
を
参
照
。

（
５
）
三
《
弓
二
》
ぷ
二
二
へ
一
・
》
、
．
（
唾
（
）
一
い
）
“
ロ
房
ｎ
ｏ
屋
汽
吻
の
め
ｃ
［
一
〈
二
（
）
多
『
一
命
（
一
頭
ｃ
の
（
）
ｇ
ｇ
瞳
．
【
命
電
○
（
）
三
一
）
の
一
臼
〕
ｇ
の
並
色
邑
・
の
一
◎
ず
鱈
一
○
三
斡
含
〕
鋲
三
一
）
国
二
匡
罵
二
一
（
）
貝
ン

一
三
二
砲
伶
二
望
邑
三
三
〕
｛
へ
の
“
己
○
コ
の
①
。
．
．
骨
宜
①
］
酋
号
］
三
毎
一
．
一
三
一
一
（
）
胃
一
一
○
．
二
｛
⑦
『
毎
一
再
屋
（
）
三
国
二
巨
罵
二
一
（
）
二
（
｝
へ
の
い
の
“
『
、
一
〕
・
の
命
（
）
匡
一
ｚ
が
三
（
）
昌
一
一
己
三
く
⑦
『
鋲
一
一
垣
。

ｏ
ｎ
邑
函
．
ｇ
一
い
、
撒
油
盗
料
．
９
．
Ｊ
‐
③
．



（
胴
）
詞
昌
冒
．
．
一
〈
．
，
○
・
、
－
４
（
）
鴨
冒
曽
昌
．
ｚ
●
言
い
．
三
ｇ
ｓ
－
卵
宏
＠
ミ
壱
ミ
ミ
脚
ミ
＠
二
（
ミ
へ
〉
ミ
ミ
〔
一
ざ
さ
、
ご
（
・
ミ
電
ミ
一
三
（
●
乏
ミ
夷
．
罵
一
（
一
一
常
三
）
］
’
三
〕
貝
一
〈
一
ヨ
云
冨
一
・
（
一
一
．

の
命
一
二
・
一
二
曽
三
．
ン
．
、
一
｛
命
『
一
呉
晩
．
己
．
、
巨
一
（
一
員
鋲
．
三
・
三
館
・
一
念
（
）
己
）
》
画
一
ミ
ミ
侭
勇
一
ミ
ミ
ミ
号
ミ
ミ
討
ミ
》
Ｓ
ミ
ミ
Ｎ
ミ
ミ
ヘ
ミ
ヘ
、
、
動
（
ミ
員
鴇
処
へ
ミ
ミ
．

、
琴
ミ
ヘ
ミ
ヘ
ミ
ご
身
毒
婁
急
ミ
『
二
一
ミ
め
（
．
》
ミ
へ
》
・
一
心
毎
一
〕
『
命
『
一
）
一
一
号
三
天
一
三
二
己
昌
律
『
『
一
合
言
．
国
営
。
一
‐
－
９
一
一
）
『
二
二
頁
乙
言
一
《
一
一
言
●
（
一
一
．

（
脳
）

（
旧
）

（
Ｍ
）

（
Ⅱ
）

房再－

10
ー〆

（
９
）

（
【
ｊ
）
一
「
賑
一
・
．
（
》
一
）
命
一
一
（
一
夢
の
．
心
酌
．

（
、
ろ
）
一
勺
雇
一
．
。
｛
｝
｛
二
一
（
一
命
鋲
国
二
三
歩
一

●
ｅ

（
６
）
君
ら
言
匡
・
一
．
冒
岬
．
《
』
（
）
（
）
一
一
亜
く
ゐ
『
ぬ
一
号
言
一
）
号
一
’
の
一
望
｛
二
一
覇
一
二
庵
沈
竺
一
二
砿
言
い
局
一
昌
一
ｇ
ｌ
信
二
一
命
二
三
準
一
『
ニ
ー
昌
一
庵
醜
の
一
言
言
の
一
・
‐
醜
一
言
己
一
一
局
一
〕
冨
一
．
一
員

己
命
『
い
、
（
一
｛
淀
．
一
恥
ト
へ
》
身
一
ミ
這
蕗
ミ
、
勇
ミ
婿
Ｇ
『
ミ
テ
琴
雪
へ
一
（
ミ
．
二
『
（
・
ヨ
ー
｝
ｇ
昌
一
昌
巨
｛
き
“
⑥
一
皿
画
の
一
言
．
め
ゅ
．
い
『
［

凶
昌
昌
●
．
⑦
．
（
い
ｇ
雪
国
ミ
ミ
（
湧
亀
ミ
ミ
ミ
易
ミ
ニ
ミ
、
、
ミ
亀
究
．
丙
ｃ
ミ
胃
さ
詞
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
ヘ
ミ
ミ
ミ
（
・
》
ヘ
ミ
．
め
９
－
誤
角
｛
宮
一
一
ョ
Ｇ
酋
・
・
ロ
ユ
⑦
胃
一
三
日
．
．

●
○

両
．
｛
唖
（
）
（
）
（
）
〉
亜
舜
二
ｓ
ミ
舎
廼
重
ミ
ミ
ヘ
ミ
ベ
房
ご
『
ご
雪
男
へ
●
二
・
、
へ
》
勇
壱
へ
》
ミ
言
ヘ
ミ
尋
亀
ミ
壱
ミ
（
》
）
嵐
垂
吋
尽
ミ
層
ミ
ヘ
ミ
ヘ
ー
（
》
き
§
ヘ
ミ
淫
ミ
ミ
ヘ
ー
、
ご
鳶
）
覇
．
一
三
毎
甑
言
己
冗
員
一
あ

「
本
鑑
定
仙
川
に
お
い
て
柵
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
一
般
的
な
数
行
Ⅱ
棟
（
里
昌
一
一
信
鼠
⑥
一
命
）
を
取
り
あ
げ
た
も

の
で
あ
ワ
Ｑ
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
学
校
が
生
徒
に
媒
介
す
べ
き
コ
ン
ビ
テ
ン
シ
ー
を
脂
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
将
定
の
中
心
的
な

教
育
Ⅱ
標
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
あ
る
特
定
の
学
年
段
階
ま
で
に
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

が
雄
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
が
た
め
に
、
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
は
課
迦
設
定
に
慨
き
換
え
ら
れ
、
原
則
的
に
は
テ
ス
ト
突
施
（
弓
隅
フ
吊
『
こ
こ
・
目
）
に
よ
る
補
完
で
も
っ
て
捉
え
ら
れ
う
る
も

の
で
あ
る
」
（
呂
昌
烏
一
．
い
－
つ
）
。
な
お
、
傍
点
部
分
は
原
文
斜
体
、
以
下
同
倣
。

一
寅
一
：
｝
（
巨
一
冒
望
三
三
歩
言
・
天
（
）
三
の
『
国
民
一
唾
（
）
（
）
讐
連
ミ
ミ
夷
勇
一
ミ
ミ
ミ
房
号
弐
一
（
ミ
ミ
韓
ミ
ミ
身
ミ
墓
ミ
昌
煮
昌
脚
．
専
念
ミ
Ｇ
・
ミ
這
昌
的
ミ
、
丙
ミ
厨
号
ミ
ミ

ミ
ミ
詞
ミ
ヘ
ミ
（
●
竜
ミ
夷
．
シ
一
旨
〕
向
宣
⑦
貝
Ｆ
巨
向
一
】
言
ユ
〕
曽
］
旦
切
．
一
｛
｝
・

犀
匡
一
冒
拡
ヨ
ヨ
宮
の
『
宍
（
）
三
の
『
ｇ
潤
陣
ち
密
（
冒
竺
言
一
瞬
二
『
Ｃ
臣
一
一
国
一
駕
一
ラ
ュ
烏
一
目
に
一
冒
里
ュ
目
照
男
易
２
－
（
ｇ
己
）
恥
凌
Ｓ
局
ｇ
§
》
一
号
》
・

函
ミ
ミ
ご
ミ
》
易
へ
こ
》
ミ
弓
罵
ご
軸
幽
へ
『
ン
》
烏
ミ
猪
ミ
ミ
ョ
ミ
ミ
『
寝
ミ
ミ
ミ
ミ
ヘ
秀
、
マ
ミ
、
ｇ
ミ
汽
亙
（
・
ミ
言
ミ
ミ
｛
ミ
ミ
侭
．
函
。
『
旨
．
の
．
＠
．

く
脆
一
：
毎
一
×
．
二
号
．
め
．
一
（
）
．
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、
授
業
研
究
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
「
よ
い
」
授
業
の
記
述
に
も
適
合
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
》

一
一
引
命
一
・
言
索
。

詞
昌
一
臼
．
．

同
一
）
臼
】
（
一
へ
一
・

一
勺
醍
一
・
・
一
｝
｛
二
一
（
一
命
鋲
ヨ
ニ ●

駒
吾
（
ミ
身
へ
言
．
い
、
噛
一
．

匡
三
（
一
男
己
ヨ
雪
昌
．
冒
冒
〔
胃
国
一
（
一
三
信
三
己
「
（
）
』
．
鷺
一
三
一
］
喰
食
｛
）
つ
讐
曝
、
両
ミ
『
三
（
・
ミ
ミ
夷
》
ミ
ご
ミ
ミ
ヘ
ミ
国
ミ
ミ
侭
勇
ミ
ミ
奇
ミ
韓
．
詞
、
ミ
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（
別
）
ク
リ
ン
グ
ベ
ル
ク
が
提
起
し
た
教
授
学
的
基
礎
関
係
は
、
Ⅱ
標
ｌ
内
容
ｌ
方
法
に
教
授
ｌ
学
稗

を
組
み
合
わ
せ
た
四
角
形
の
モ
デ
ル
（
図
８
参
照
）
で
あ
る
（
員
一
・
．
乙
ヨ
瞬
一
〕
の
］
頃
Ｐ
．
（
ご
寵
）
”

ｇ
鳥
尋
弓
ミ
急
さ
卿
島
ミ
ミ
ニ
ミ
ミ
房
《
鋤
言
語
〉
べ
定
房
ミ
ヘ
ミ
頃
画
②
『
一
言
ご
ｏ
弄
冒
１
三
雷
９
．
⑫
．
急
）
。

レ
ル
シ
ュ
の
図
に
お
い
て
は
、
目
標
が
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
、
内
祥
が
知
識
に
、
方
法
が
技
能
に

慨
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

（
別
）
く
い
－
．
．
Ｆ
の
易
の
弓
（
西
日
。
）
．
Ｐ
愛
．
○
・
・
の
．
と
．

（
塊
）
「
利
川
ｌ
提
供
」
モ
デ
ル
は
、
フ
ェ
ン
ト
（
「
の
己
．
｝
｛
．
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
肩
一
．
、

司
の
目
．
更
｝
ｇ
勢
曾
ミ
ミ
ミ
ミ
団
ミ
ミ
蚤
ミ
さ
一
．
吻
号
へ
春
男
３
ミ
侭
閏
へ
隆
昌
ミ
ミ
員
ミ
侭
昌
，

蒔
き
へ
ざ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ト
息
馬
ミ
ミ
ミ
ミ
這
．
三
⑤
言
一
馬
一
ョ
巨
邑
。
冨
唇
昌
一
〕
⑦
貝
］
昌
応
冨
匡
ご
ｇ
一
色
館
．
の
．

函
隠
）
、
現
在
で
は
ヴ
ァ
イ
ネ
ル
ト
の
弟
子
で
あ
る
教
育
心
理
学
者
の
ヘ
ル
ム
ケ
（
胃
一
冒
胃
．
ン
・
）
が
、

「
よ
い
授
業
」
論
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
の
授
業
な
ど
を
論
じ
る
際
に
使
用
し
て
（
肩
一
息

戸再へ戸画へ

2019
、－〆、－〆

（
肥
）
○
ヶ
望
．
の
、
喬
冒
つ
．
ｇ
ｇ
－
那
寓
ミ
）
Ｓ
ミ
ミ
脚
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
男
ト
ミ
馬
）
一
ミ
ミ
ト
亀
ご
ミ
ミ
ミ
記
亀
置
き
量
ミ
ミ
ミ
、
忍
（
・
雪
．
の
び
言
言
鴨
貝
く
昌
号
三
弓
９
－
【
俸

再
ｇ
『
Ｒ
言
【
国
艮
再
（
旨
匡
）
卵
一
軍
喧
（
、
恩
へ
ミ
ミ
這
言
ミ
胃
冒
局
ミ
奇
ミ
詩
ミ
ミ
ニ
奇
三
へ
》
ミ
ミ
善
ヘ
ミ
（
さ
●
号
雪
．
両
冒
の
ミ
ミ
ミ
‐
ミ
ミ
、
ミ
勇
守
ミ
琴

違
》
、
§
の
幕
ミ
ミ
ミ
曾
鳥
．
の
⑮
の
一
瞬
角
屋
一
一
一
〕
弓
『
曾
・
．

（
〃
）
胃
一
昌
丙
．
ン
．
（
い
ぢ
己
．
ｇ
Ｓ
－
“
ｇ
ミ
ミ
・
詩
ミ
韓
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ト
昌
馬
ｇ
愚
、
冨
忽
Ｓ
ミ
ミ
ミ
．
ｃ
員
嬉
ミ
員
陣
ミ
ヘ
ミ
ミ
『
ミ
ミ
ー
、
、
言
勇
ミ
ミ
噌
号
髭

［
言
一
ｓ
、
蔑
局
二
房
．
の
ｏ
の
一
Ｎ
角
【
四
一
一
昌
命
》
『
ｇ
・
巻
も
魚
肩
一
〕
房
『
．
シ
一
・
、
の
《
。
、
天
．
シ
［
・
＼
の
伺
一
〕
旨
・
一
悶
臼
，
‐
両
一
一
）
冒
頭
の
『
・
の
．
『
の
一
命
己
局
の
急
の
‐
圃
塑
の
｝
］
・
弓
．
、
二
『
の
一
『
国
・
琴

三
・
（
｝
億
．
）
〈
邑
届
｝
“
国
ミ
ミ
》
胃
ご
周
。
ミ
青
ざ
厨
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
〔
ミ
ミ
遵
忌
一
・
三
の
ヨ
ー
〕
の
冒
冒
昌
匿
駕
一
恥
国
の
一
同
．
の
、
一
】
◎
頁
司
●
、
の
冨
号
胃
・
一
．
の
．
ン
．

（
９
つ
響
丙
Ｓ
愚
ミ
国
届
昌
侭
ミ
亀
夢
函
。
ミ
冒
さ
局
ミ
ミ
ミ
貢
ぎ
ミ
ご
ミ
ミ
卿
ミ
ミ
ミ
ミ
ヘ
ミ
（
ミ
ミ
ご
令
貢
噂
、
弓
言
ミ
局
ミ
ミ
、
耳
員
冴

さ
、
９
吋
ミ
》
ミ
ミ
囚
ミ
ミ
霞
ミ
ミ
ミ
ミ
へ
秀
．
三
冒
望
員
三
色
曽
国
弓
．

（
肥
）
Ｆ
⑥
『
印
の
一
〕
．
詞
．
〈
ぢ
ち
）
恥
口
昼
雪
一
昌
云
昌
己
毛
国
〆
一
ゆ
き
冒
胃
－
２
闇
ａ
ａ
⑦
９
号
三
口
三
の
⑦
一
・
ユ
ａ
言
妨
．
一
員
司
菖
一
鷺
胃
一
］
‐
○
胃
一
望
．
〆
．
、
Ｆ
の
『
肖
一
〕
．
幻
．
、

三
○
の
瞬
一
冒
晦
．
【
・
畠
瞬
●
）
叩
き
ミ
鳶
ミ
四
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
嫡
営
弓
言
ミ
侭
．
、
ミ
鰯
ミ
ミ
侭
ミ
ミ
、
、
ミ
塗
．
吻
幕
ミ
ミ
ミ
さ
鳥
｛
ミ
ミ
員
界
昂
勿
の
一
一

両
ウ
国
冒
旦
蛮
．
の
．
四
画

言
。
⑦
但
冒
い
【
．
〈
函
瞬
・
）
恥
』

も
『
（
）
一
（
）
噂
ぐ
の
ユ
鱈
嘘
の
．
い
い
．

a

容
牛
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
習

内
学

教授

‘
方法

。 b

C

図8：授業の四角形モデル
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（
別
｝

～、←、浸一、グー、

3(）2(）2827
、－〆、－〆ー〆－〆

戸一、"ー、岸~、グー、

2(）252‘123
、－〆、－〆、＝〆、一〆

ご
畠
の
『
．
｝
ご
乏
雪
一
目
・
‐
盲
信
毎
『
．
ｎ
．
言
一
睡
一
息
旦
言
§
一
‐
き
ト
ミ
ミ
ミ
ミ
》
ミ
ミ
国
ミ
ミ
ミ
ミ
ｓ
ミ
晶
員
尋
．
国
の
『
一
一
頁
の
（
）
昌
命
一
娩
自
・
の
．
四
．

こ
の
点
に
つ
い
て
Ｈ
・
マ
ィ
ャ
ー
は
、
「
学
判
Ⅱ
襟
」
の
捉
え
方
が
拡
大
し
た
点
や
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
検
征
が
縦
倫
と
な
っ
て
い
る

こ
と
ｎ
体
は
断
し
い
点
で
あ
る
が
、
「
累
捌
的
な
知
拙
柵
造
」
や
要
求
に
応
じ
た
応
川
場
伽
の
敢
要
性
な
ど
は
と
り
わ
け
Ⅱ
断
し
い
点
で

は
な
い
こ
と
を
強
洲
す
る
二
一
鼻
匡
．
、
一
｛
・
く
ぎ
三
”
｛
《
Ｃ
ョ
胃
冒
］
職
（
）
胃
三
房
『
昌
侭
空
一
一
局
三
一
二
言
一
三
一
〕
（
）
、
一
］
胃
ヨ
ｇ
爽
昌
ｇ
己
昌
⑦
国
昌
一
．

ｌ
シ
二
目
一
．
言
一
長
俺
二
言
ン
易
〔
一
一
一
二
韮
娩
曽
一
一
’
（
）
〔
一
一
胃
乙
ヨ
晦
胃
長
．
く
（
）
一
・
一
扇
一
曝
胃
旨
農
一
二
一
房
一
二
『
一
二
二
一
〔
一
『
Ｅ
〕
『
命
『
三
一
号
二
旋
毛
（
）
扇
島
ョ
．
『
．

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
翻
訳
論
文
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
に

そ
の
関
係
図
（
側
９
参
照
）
を
示
し
、
こ
こ
で
の
詳
述
に
つ
い
て
は
竹
略
す
る
（
マ
イ
ャ
ー
・

ヒ
ル
ベ
ル
ト
薪
、
原
Ⅲ
信
之
・
牛
Ⅲ
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械
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Ｈ
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双
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。
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Ｈ
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図9：授業の六角形モデル
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５
頭
は
二
○
○
八
年
以
降
、
呂
宅
上
で
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
段
階
モ
デ
ル
を
示
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
初
等
教
育
ド
イ
ツ
語
（
二
○
一
一
年
三
月
）
、
初
等
教
育
数
学
（
二
○
○
八
年
十
月
）
、
中
等
教
育
ド

イ
ツ
語
（
二
○
○
九
年
山
川
、
二
○
一
一
一
年
四
月
）
、
中
等
教
育
数
学
（
二
○
一
一
年
十
一
月
）
、
中
等
教
育
英
語
（
二
○
○
九
年

五
月
）
、
中
等
教
育
フ
ラ
ン
ス
語
（
一
一
○
○
九
年
五
月
）
（
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一
：
言
ｇ
ミ
ミ
乏
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号
・
一
旨
‐
胃
ユ
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．
〔
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冒
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一
〕
、
一
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一
切
国
詳
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。
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だ

し
こ
の
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デ
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は
、
国
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示
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よ
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な
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熟
度
レ
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と
課
題
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例
と
の
関
係
を
示
す
こ
と
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眼
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あ
る
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デ
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あ
り
、
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ど
の
よ
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ン
ピ
テ
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を
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階
的
に
身
に
つ
け
さ
せ
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い
く
の
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い
う
モ
デ
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で
は
な
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。
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と
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い
る
。
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Ｍ
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マ
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ー
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、
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ス
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ー
ド
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れ
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体
に
は
、
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急
に
反
対
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意
を
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明
す
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べ
き
だ
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ン
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ー
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よ
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縦
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い
る
。
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。
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